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審査結果の要旨 

 
本研究では、研究者自身の撮影を体験した視点を含めて、上海におけるスナップ写真をテーマにしてい
る。上海のスナップ写真をどのように読み解くのか、スナップ写真の意味することは何なのか、上海の
都市のスナップ写真の変遷はどうあったのかを解明するために、上海の都市スナップ写真を中心に論述
している。上海は中国写真が最も早く伝来した都市の一つであり、上海のスナップ写真も社会と共に変
化してきた。1980 年代から 2010 年までを 10 年ごとに三期に分け、各時期の代表的な写真家 3 名（合
計 9名）に焦点をあて、彼らに直接会って取材している。写真家たちの作品を理解するうえで、彼らの
生涯、創作経験、個性などの背景を取材から明らかにし、スナップ写真の表現方法、人間の意識、心の
葛藤、社会の認識、自由などを表現したことを論じている。第一期の上海におけるスナップ写真は、か
つての演出写真の方法を疑い｀それに反抗し、スナップ写真によって写真の真実と自由を求めた。第一
期のスナップ写真は、テーマや表現方法などが変化する時期であった。その後、上海の 1990 年代は、
社会発展と文化意識の転換により、グローパル化が進み、混沌としていた。第二期の上海のスナップ写
真は、第一期の新しい理念を受け継ぎ、展開し、表現方法はさらに豊かでかつ複雑になった。第二期は
上海の写真が急速に発展した時期で、視覚的な表現スタイルとして芸術性が重んじられた時代でもあっ
た。個人（写真家）の目覚めはスナップ写真が近代性を獲得した重要な要因であり、撮る側と見る側の
両方が、写真という装置を理解し始めた時期であった。そして第三期では、様々な写真家が上海の都市
スナップ写真に新たな力を注いだ。情報のグローパル化に伴い、写真による考え方や写真本体の言語の
多様化は明らかになっていった。彼らは創作過程で自分を探し、自分に合った芸術言語を探求していっ
た。21 世紀になり、写真家は自身の情熱でスナップ写真の可能性を探り続け、写真の主体性、社会的貢
任、批判精神などを検討したと述べ、さらにスナップ写真の変遷について、日常を単に記録するだけか
ら、都市を通じて自分の心を表現し、独自の理解でその時の社会が現代化していく状況を示し、写真内
容の芸術性や創造性を菫視してきたと論じている。そして研究者も、一人の写真家として社会に貢献で
きるような作品を制作していきたいと結んでいる。 
スナップ写真の研究を通して、写真が社会とどの様に関わってきたのをしつかりと読み解いており、取
材した写真家の体験を調査した研究活動は、自身の作品活動も含めて評価できる。公聴会においての発
表内容、質疑応答も的確に回答するなど、研究能力は博士学位に相応しいと判断し、審査委員会での審
査の結果、本論文の研究者は博士の学位を授与される十分な資格があるものと認められると判断した。 


